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自ら体を動かして遊ぶ子を育てるための援助の工夫

戸外での運動遊びを通して

浦添市立神森幼稚園 松原 朝子

【要約】

本研究は，戸外での運動遊びを通して，様々な運動活動を経験し，体を動かして遊ぶ楽しさを味わうこ

とによって，自ら体を動かして遊ぶ子を育てることを目指し，年間指導計画の作成や援助の工夫を試みた

ものである。幼児が進んで体を動かして遊びたくなるような活動を展開し，援助を工夫したことで，幼児

は一つひとつの運動遊びができた喜びを味わいながら，自ら体を動かして遊ぶ姿が見られるようになった。

キーワード □自ら体を動かして遊ぶ子 □運動遊び □年間指導計画 □教師の援助 □家庭との連携

Ⅰ テーマ設定理由

近年，幼児を取り巻く地域社会の環境の変化に

伴い，戸外で子どもたちが安心して遊べる場が減

りつつある。その為，子どもたちは，家の中でテ

レビやビデオを視聴したり，ゲームや既製玩具を

使って遊ぶなど，室内遊びを楽しむ傾向にあり，

体を思い切り動かして遊ぶ経験が乏しくなってい

る。平成 17 年 1 月に出された中央教育審議会答申

『子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の

幼児教育の在り方について』の中でも，社会の急

激な変化等に伴う地域社会や家庭での教育力の低

下により，子どもの育ちに様々な変化が見られる

とし，その中に運動能力の低下もあげられている。

昨年度改訂された幼稚園教育要領「健康」の内

容の取扱いの中でも，子どもの運動能力の低下を

受けて，新たに「十分に体を動かす気持ちよさを

体験し，自ら体を動かそうとする意欲が育つよう

にすること」と示され，幼児期から運動への意欲

を育てることの重要さも明記されている。

また，幼稚園教育要領「健康」の領域の中で「幼

児期は身体機能が著しく発達する時期」とされ，

幼児期に体を十分に動かして遊ぶことは，身体機

能の発達を促す上でも重要であることが考えられ

る。

幼児が体を思い切り動かして遊ぶ場として，戸

外は最適であると考える。戸外では，室内とは異

なり，解放感を味わいながら，伸び伸びと様々な

活動を展開することができる良さがある。幼稚園

では，戸外に出て思い切り遊ぶことができる環境

がある。その環境を十分に活用することで，幼児

が解放感を感じながら，体を動かす心地よさを味

わうことができるであろうと考える。

本園の子どもたちは明るく元気があり活発で，

室内遊びでは，自らやりたい遊びを見つけてはい

ろいろなアイディアを出して遊びを楽しむ姿が見

られる。しかし，戸外に出ると最初は喜んで遊ぶ

が，しばらくすると室内に戻り，ままごとや製作

遊び等の室内遊びを楽しみ，あまり体を動かして

遊ぼうとしない。

７月に幼稚園で行ったアンケートによると「子

どもだけで遊びに行かせるのは心配」「小さい子が

いるためなかなか外に連れて行くことができない」

などの理由から降園後，室内遊びをしている子が

約半数（約 51 ％）いた。外で遊ぶ経験が少ないこ

とも戸外遊びが続かない原因の一つとして考えら

れる。しかし，「戸外遊びは好きですか」の問いに

は約８割（約 81 ％）の子が「とっても好き」と答

えていた。子どもたちが大好きな戸外遊びを工夫

することで，体を動かす活動につながるのではと

考える。

これまでの自分自身の保育を振り返ってみると，

子どもたちが戸外で自ら体を十分に動かして遊び

たくなるような魅力ある内容や環境作りをしてい



ただろうか，また，活動（遊び）の中で幼児の発

達を踏まえた一人一人の理解を行い，それを踏ま

えた援助ができていただろうか，という反省点が

ある。

４歳児と５歳児では，発達の特性や能力も異な

り，それぞれにあった内容，環境でなければ幼児

の興味や関心は引き出せない。発達の特性や能力

をより理解することで，それぞれにあった援助や

環境を工夫する手立てが見つかると考える。

そこで，４歳児・５歳児それぞれの発達の特性

を踏まえた運動遊びに関する年間指導計画を作成

し，発達に即した活動の内容や援助の工夫を行う

ことで，幼児の運動遊びに対する興味・関心や自

発性を促し，進んで体を動かす心地よさを十分に

味わうことで運動遊びの楽しさを知り，自ら体を

動かして遊びを楽しむ幼児が育つであろうと考え，

本テーマを設定した。

Ⅱ 目指す子ども像

自ら体を動かして遊ぶことを楽しむ子

Ⅲ 研究の目標

幼児が自ら体を動かして遊ぶようになるために，

発達段階にあった運動遊びに関する年間指導計画

を作成し，活動の内容や援助の工夫を図る。

Ⅳ 研究仮説

１ 基本仮説

発達の特性を踏まえた運動遊びに関する年間

指導計画を作成し，発達に即した活動の内容や

援助の工夫を行うことで，運動遊びへの興味・

関心が高まり，自ら体を動かして遊ぶ子が育つ

であろう。

２ 作業仮説

(1) ４歳児・５歳児の発達の特性を踏まえた運

動遊びの年間指導計画を作成し，意図的・計

画的な活動を展開することで，幼児は様々な

運動遊びを経験し，運動遊びに対する興味・

関心が高まるであろう。

(2) 幼児が進んで体を動かして遊びたくなるよ

うな活動の内容や援助の工夫を行うことで，

運動遊びの楽しさを知り，自ら体を動かして

遊ぶようになるであろう。

(3) 家庭との連携を図り，保護者にも体を動か

すことの大切さや楽しさを知らせることで，

家庭でも親子で楽しみながら，進んで体を動

かして遊ぶようになるであろう。



Ⅴ 研究構想図

《目指す子ども像》

自ら体を動かして遊ぶことを楽しむ子

《研究テーマ》

自ら体を動かして遊ぶ子を育てるための援助の工夫

―戸外での運動遊びを通して―

《研究の目標》

幼児が自ら体を動かして遊ぶようになるために，発達段階にあった運動

遊びに関する年間指導計画を作成し，活動の内容や援助の工夫を図る

《研究仮説》

《基本仮説》

発達の特性を踏まえた運動遊びに関する年間指導計画を作成し，発達に即した活動の内容や援助

の工夫を行うことで，運動遊びへの興味・関心が高まり，自ら体を動かして遊ぶ子が育つであろう

《研究内容》

１ 4 歳児・5 歳児の運動に関する発達の特性について

２ 幼児期の運動遊びについて

３ 幼児が自ら体を動かして遊ぶようになるための援助の工夫

４ 運動遊びに関する年間指導計画の作成

保育実践・評価

研究のまとめ・成果と今後の課題

《作業仮説(2)》

幼児が進んで体を動かし

て遊びたくなるような活動

の内容や援助の工夫を行う

ことで，運動遊びの楽しさ

を知り，自ら体を動かして

遊ぶようになるであろう

《作業仮説(1)》

４歳児・５歳児の発達の特

性を踏まえた運動遊びの年間

指導計画を作成し，意図的・

計画的な活動を展開すること

で，幼児は様々な運動遊びを

経験し，運動遊びに対する興

味・関心が高まるであろう

《作業仮説(3)》

家庭との連携を図り，保

護者にも体を動かすことの

大切さや楽しさを知らせる

ことで，家庭でも親子で楽

しみながら，進んで体を動

かして遊ぶようになるであ

ろう



Ⅵ 研究内容

１ ４歳児・５歳児の運動に関する発達の特性に

ついて

(1) 幼児期の発達の特性

幼稚園教育要領解説の中で，「幼児期は，身

体が著しく発育するとともに，運動機能が急

速に発達する時期である。そのために自分の

力で取り組むことができることが多くなり，

幼児の活動性は著しく高まる。そして，とき

には，全身で物事に取り組み，我を忘れて活

動に没頭することもある」と明記している。

幼児期は体を動かすことを好み，遊びの中

で全身を使って活動する時期であり，それが

本来の幼児の姿でもあるとされている。体を

十分に動かして遊ぶ中で幼児は，さらに自ら

身体諸機能の発達を促していく。

（2）４歳児の発達の特性

高橋保子氏によると，４歳になると「心身

共にダイナミックな発達を見せ，幼児らしい

様相になる」とし，「機能的に整った体を存分

に使って粗大運動を楽しむ年齢である」と述

べている。

また，岡田正章氏らによると，４歳児は「基

本的な運動技能も数多く身につき，リズミカ

ルな動きや細かい動きもできるようになり，

集団で行う鬼遊びや簡単なゲームなども遊べ

るようになる」としている。

４歳児は，上記でも示されているように“

育ち盛り”の時期であり，生活や遊びの中で，

全身を使い様々な活動を経験することで，よ

り運動機能の発達を促し，数多くの運動技能

を身につけていく時期でもある。

様々な活動を経験する中で，４歳児は活動

への興味・関心を広げ，いろいろな事を“や

ってみたい”という気持ちを持ち，次第に“

やってみたい”の気持ち（意欲）から“やっ

てみる”（態度）へと変わり，活動に意欲的に

なる。

４歳児は，いろいろな活動に意欲的に取り

組みながら，自分なりの力を獲得し，５歳児

の発達へとつなげていく。

（3）５歳児の発達の特性

高橋保子氏によると，５歳になると「全身

の運動機能が育ち，敏捷性・瞬発力・防御力

などが備わり，機敏な動きを楽しめるように

なる。手先も器用になり，細かい動きも楽し

める。興味を持つと集中して取り組むことが

でき，できた時には素直に達成感を味わうこ

ともできる」と述べている。

上記のように５歳児になると，集中力も高

まり，活動時間が４歳児に比べ長くなる。ま

た，４歳児で獲得した，様々な運動機能を使

って，いろいろな運動遊びを楽しむことがで

きるようになり，“試してみよう”“やってみ

よう”“面白そうだな”などの興味・関心にも

広がりが見られ，遊びの中で目的意識を持っ

て取り組むようになる。そして，“できた”の

達成感を十分に味わうことで，自信となり，

次への活動意欲へとつながっていく。

また，５歳児は，仲間意識も高まる時期で

もあり，共通の目標や見通しをもって自分の

役割を果たしたり，ルールを決めて遊びをよ

り楽しくすることもできる。お互いに認め合

い，様々な活動に取り組む楽しさを味わいな

がら，自分なりの力を獲得していく。

２ 幼児期の運動遊びについて

(1) なぜ幼児期に運動が必要なのか

幼稚園教育要領の中で「幼児期は，身体が

著しく発育するとともに，運動機能が急速に

発達する時期である」と明記されている。そ

のことから，幼児期にとっての運動は，身体

諸機能の発達を促す上でも重要であることが

考えられる。

また，岩崎洋子氏によると「幼児期は生涯

にわたる健康の基礎をつくるときであり，年



齢にふさわしい発育・発達を促し，健康的な

生活をするには運動が必要である」と述べて

いる。岩崎氏によると「健康の基礎」とは，

日常生活を円滑に行う力，自分の体を保持し

たりコントロールしたりする力，病気に対す

る抵抗力などの力と捉え，これらの力をつけ

るには，ある程度の体力と運動能力が必要と

なってくると述べている。

子どもの運動技能の獲得過程は，近藤充夫

氏によると，図 1 のように示している。

子どもの運動技能は，0~2 歳児の移動中心

の技能の獲得から始まり，2~6 歳の時期には，

日常生活で必要な多種多様な動きの基盤とな

る基本運動技能を獲得していく。その後も，

生活の中で様々な活動を繰り返し行いながら，

動きを習熟していき，様々な運動技能の獲得

へと結びつけていくとされている。

複雑

単純

図１ 運動技能の獲得過程

「基本運動の技能」は，図 1 で挙げられて

いるものを含め，一般的に 84 種類の動きが報

告されており，幼児期には座る・寝る・走る

の日常生活の動作から，投げる・打つ・蹴る

といったスポーツ場面でも使われる動作，つ

かむ・折る・かくといった手指の動作までを

スポーツの技能（10 歳～）
・陸上競技・野球・サッカー・バスケ

・バレーボール・テニス・器機体操・水泳等

スポーツ的・ゲーム的技能（5~10 歳）
・鬼遊び・サッカー・ドッヂボール・リレー

・ころがしベース・器機運動遊び・水泳等

基本運動の技能（2~6 歳）
・歩く・走る・とぶ・バランスをとる・蹴る

・よじのぼる・ぶらさがる・押す・引く・滑る

・揺する・転がす・投げる・とる・はずませる

・およぐ・うつ等

移動運動の技能（0~2 歳）
・寝返り・転がる・這う・つかまり立ち

・つかまり歩き・歩く

日々の活動の中で経験し，運動技能として獲得

していく。

幼児期に獲得した基本運動技能が，日常生活

で必要な動きの基となり，生涯にわたる健康の

基礎つくりへとつながると考えられる。

これらのことから，幼児期に運動を十分に行

うことは，様々な基本運動の技能の獲得へとつ

ながり，その中で心身の発達を促しながら体力

と運動能力を高め，生涯にわたる健康の基礎を

つくる上でも必要である。

(2) 幼児期の運動遊びの捉え

① 遊びとは

岩崎洋子氏によると，一般的に遊びの成立

条件として，以下のことをあげている。

Ａ 外部から強制感や拘束感がないこと

Ｂ 活動が楽しいこと

Ｃ 活動自体が目的であること

つまり，子どもたちが活動する中で，自発

的に取り組み，子どもたち自身が楽しむこと

ができるものを「遊び」と捉えることができ

る。

② 運動遊びとは

岩崎洋子氏によると「遊びの中で活発にか

らだを使う遊びを運動遊び」とし，「走る・跳

ぶ・投げる・転がる・泳ぐなど全身運動をと

もなう遊びや運動遊具，固定遊具を使う遊び

などに用いられることが多い」と述べている。

運動遊びとは，鉄棒や縄跳び，跳び箱など

の技能的なものだけではなく，鬼遊びやだる

まさんが転んだ，かごめかごめなどのゲーム

的な集団遊びもその要素を含むと考えられる。

③ 幼児期の運動遊び

森上史朗氏らによると，幼児の遊びと運動

について「幼児は体を動かすことが大好きで

ある。幼児は本来，自分の体を丈夫に育て，

体力や運動能力を高めることを自らの運動的

な活動を通して行っている。運動的な活動は，

大人にやらされて行うものではなく，自ら積

極的に環境にかかわる遊びの中で行われてい

る」と述べている。



前述のことから，幼児期の運動遊びは，幼

児自ら取り組む遊びの中で，展開するもので

あることがわかり，幼児の運動を促すには，

幼児が主体性を発揮し，遊びが活発になるよ

うに援助をしていくことが大切である。

その際に，教師が技能を身に付けさせるこ

とをねらって活動を展開するのではなく幼児

自身が“楽しい”“やってみたい”と思い，活

動に取り組めるようにすることが大事である。

幼児の主体的な運動活動を通して，幼児が自

ら様々な技能を獲得していくことが幼児本来

の姿である。

(3) 運動遊びの教育的意義

幼児期に様々な運動遊びを展開する中で，以

下のような教育的意義が挙げられると考えられ

る。

① 心身の発達を促す

平成 19 年度より保育園や幼稚園で運動遊び

事業を導入し，展開している兵庫県豊岡市教

育委員会より出されている『運動遊び通信』

の中で「身体を動かす遊びや運動は丈夫な「身

体」をつくるためだけではなく，実は「脳」

や「こころ」の発達にも役立っている」とし，

「運動」と「脳」と「こころ」の関係を次の

ように説明している。

脳の前頭葉の中には運動をつかさどっ

ている「運動野」という部分と，感情を

コントロールする「前頭前野」という部

分がある。運動野は身体を動かすことに

よって活性化し，このとき前頭葉全体の

血流量が増加することによって，前頭前

野も同時に活性化する。つまり，全身運

動をすることによって，前頭前野が活性

化し，感情をコントロールする力（＝注

意力や抑制力や判断力）が，よりうまく

働くようになる。

体を動かす活動を行うことにより，脳を活

性化し，心身の発達を促すことができる。

感情のコントロールができるようになるこ

とで安定した心を持ち，いろいろな活動に意

欲的に取り組めるようになると考えられる。

② 生活リズムへとつながる

岩崎洋子氏の著書の中でも「栄養，睡眠，

運動，生活リズムの４つはそれぞれに連動

し，十分に運動すると，お腹が空き，眠く

なる。また，十分食べると眠くなり，眠る

と活力が生まれ，運動を楽しむことができ

る」ことを挙げている。

幼稚園で様々な運動遊びを経験し，十分

に体を動かして遊びを楽しむことにより，

食欲が増し，睡眠時間も多くなり，生活リ

ズムを整えることにつながってくる。

③ 運動好きな子を育てる

運動の好き嫌いは，幼児期から小学校低

学年頃にはっきりしてくることが多いと言

われている。（豊岡市教育委員会『運動遊び

通信』より）

幼児期に遊びを通して，体を動かすこと

が楽しいと思える経験や，様々な運動技能

を獲得していく中で「出来た」「出来る」と

いう経験を積み重ねていくことで，運動好

きな子を育てることができる。

３ 幼児が自ら体を動かして遊ぶようになるため

の援助の工夫

“幼児が自ら遊ぶようになる”とは，幼児が

遊びの主体となり，いろいろな活動に興味・関

心をもって自発的にかかわって遊ぶようになる

ことである。

そのためには，幼稚園教育要領の「幼稚園教

育の基本」の中で，「幼児は安定した情緒の下で

自己を十分に発揮することにより発達に必要な

体験を得ていくものであることを考慮して，幼

児の主体的な活動を促し，幼児期にふさわしい

生活が展開されるようにすること」と明記され

ている。

教師は，日々，子どもたちの姿を捉え，信頼

関係を築くと共に，一人一人の幼児が自己を発

揮できるような指導計画を立て，環境や援助を

工夫していく必要がある。



(1) 自ら体を動かして遊ぶようになるための援助

の工夫

幼児が自ら体を動かして遊ぶようになるには

次のような援助の工夫が考えられる。

① 安定した信頼関係つくり

日々の生活や遊びの中で，幼児の思いに寄

り添い，幼児が安心して活動できるように見

守り，時には，援助したり励ましたりしなが

ら，幼児との安定した信頼関係を築いていく。

幼児は，教師に見守られているという安心感

の中，自己を発揮し，自ら周囲にかかわって

遊ぶようになる。また，安定した信頼関係の

中で，子どもたちの“やってみたい”の気持

ちが育ち，いろいろな運動遊びに取り組むよ

うになるであろう。（図２）

図２ 援助①＜安定した信頼関係つくり＞

② 活動の流れの工夫

幼児の発達過程を踏まえ，日々の子どもた

ちの遊びの様子を見ながら，活動の内容や流

れを考える。

子どもたちが興味・関心を持てるような活

動内容やそれぞれの発達に合った活動内容で

なければ，子どもたちの遊びは続かない。

子どもたちが，今，どのような発達の過程

にあり，どのような遊びに興味があるかを考

え，活動計画を立てることが大切である。ま

た，活動計画を立てることで，子どもたちに

様々な運動遊びを展開することができ，多様

な経験へとつなげていくことができるであろ

う。（図３）

図３ 援助②＜活動の流れの工夫＞

③ 環境の工夫

環境には物的環境と人的環境がある。

ア 物的環境の工夫

体を動かす遊びには，固定遊具や運動用具

（跳び箱・縄跳び・フラフープ・平均台など）

を利用する遊びと，遊具や用具を使用しない

遊び（かけっこ・鬼遊び・かくれんぼなど）

がある。

幼児の発達過程や遊びの様子を見ながら，

遊具や用具の配置や出し入れを考える必要が

ある。

また，子どもたちが伸び伸びと体を動かし

て遊べるように，子どもたちの遊びの動き（動

線）を見とり，遊びの場の設定を考えること

も，子どもたちの主体的な遊びを促す上でも

大切である。

子どもたちの“やってみたい”の気持ちを

受け止め，環境構成を考えることで子どもた

ちの意欲を高めていく。

イ 人的環境の役割

幼稚園における人的環境として，教師と周

囲の子どもたち（友だち）があげられる。

幼稚園教育要領の中でも「幼児は，自分の

存在を教師や友だちに肯定的に受け入れられ

ていると感じられるとき，生き生きと行動し，

自分の本心や自分らしさを素直に表現するよ

うになり，その結果，意欲的な態度や活発な

体の動きを身に付けていく」と明記している。

人的環境としての教師の役割として，幼児



の思いや活動に取り組んでいる姿を温かい気

持ちで受け止め，励ましたり，共感したりす

ることで，活動意欲を高めていく。また，時

には教師自身もモデルとなって，体を動かす

ことを楽しんだり，頑張っている子を応援す

ることで，子どもたちも楽しいと感じたり，

“面白そう”“やってみたいな”と興味を示し

たり，友だちを応援しようとする気持ちをも

つことにつながっていくであろう。（図４）

図４ 援助③＜環境の工夫＞

④ 家庭との連携を図る

幼児の遊びを考える上で，家庭での様子を把

握すると共に，園での様子を家庭に伝えること

で，幼児の活動が充実してくると考えられる。

幼児は幼稚園で経験をしたことを家庭で繰り返

し楽しんだり，また，逆に家庭で経験したこと

を幼稚園で友だちと楽しんだりと，様々な経験

を繰り返し行いながら遊びを深めていき，次へ

の“やってみたい”へとつながる。（図５）

図５ 援助④＜家庭との連携を図る＞

ア 幼児の運動と家庭とのかかわり

幼稚園教育要領の中で，幼稚園の役割として

「幼稚園が家庭と協力して教育を進めることに

より，保護者が家庭教育とは異なる視点から幼

児へのかかわりを幼稚園において見ることがで

き，視野を広げるようになるなど保護者の変容

も期待できる」と，明記している。

幼児の運動能力の低下の背景の一つに，家庭

での体を動かして遊ぶ遊びの不足があると考え

られる。

家庭と連携を行うことで，保護者の運動に対

する意識や関心が高まり，子どもたちの運動す

る機会が増えることにつながっていく。

イ 家庭との連携方法

(ｱ) 運動に関するアンケートの実施（11月上旬）

【対象】検証保育を行う年中児１クラス

【ねらい】

・ 保護者にアンケートを行い，家庭での

子どもの様子と保護者の運動に関する考

えを把握し，家庭にもその結果を知らせ，

今後の連携に活用していく。

【アンケート結果】 回収率 83 ％

図６ アンケート①の結果

<アンケート①の考察>

・ 平日は，約７割の子が室内遊びをしており，

戸外で遊んでいる子は約３割弱となっている。

年中児ということで，平日も家庭に家族がい

る子が多く，遊んでいる相手も家族と答えて

いる子が多かった。また，戸外で遊んでいる

と答えた子は，兄弟関係を調べてみると，ど



の子も年上の兄弟がおり，兄弟と一緒に戸外

で遊んだり，または兄弟から影響を受けて，

戸外で遊ぶ傾向にあると考えられる。（図６）

図７ アンケート②の結果

<アンケート②の考察>

・ 平日は，「小さい子がいるから」「子どもだ

けで外へ行かせるのが不安」などの理由から，

室内遊びに偏りがちであったが，休日には，

約８割の家庭が家族で積極的に戸外で遊んで

いる。そのことから，保護者の外遊びへの意

識の高さがうかがえる。

しかし，休日も室内で遊んでいると答えた

約２割の子は，平日の様子も調べてみると，

どの子も平日も室内で過ごしていた。この約

２割の子への配慮も今後考えていく必要があ

る。（図７）

図８ アンケート③の結果

図９ アンケート④の結果

<アンケート③④の考察>

・ 戸外での遊びは，体を動かす活動が多く行

われていると思われる（図８）が，室内遊び

においては，体をあまり動かさない静的な遊

び（テレビ・ビデオを見る，お絵かき，絵本

を見る，テレビゲーム・携帯ゲーム）が割合

を占めている。中には，テレビゲームや携帯

ゲームを楽しむ子が，６％（人数にすると５

人）もおり，ゲームの低年齢化が進んでいる

ことがわかる。（図９）

アンケート①の結果より，平日の幼稚園終

了後，主に室内遊びをしている子が多いこと

から，幼稚園での運動活動が重要になってく

る。

図10 アンケート⑤の結果

<アンケート⑤の考察>

・ 回答項目に「ほとんどない」も入れてあっ

たが，「ほとんどない」と答えた方はいなかっ

た。体を動かしている回数も「５回以上」が

約４割を占め，次いで「３～４回」が多いこ



とから，ほとんどの家庭で体を動かすことを

意識していることがわかる。（図 10）

図11 アンケート⑥の結果

<アンケート⑥の考察>

・ 本園の地域周辺は公園がいくつかあり，家

族連れで遊んでいる姿をよく見かける。アン

ケート結果でも「公園の遊具を利用して」が

約半数を占め，次いで「散歩」をしていると

の回答が多かった。（図 11）

その他の回答に「児童センターやスポーツ

施設などを利用して」の項目も取り上げたが，

回答は０であった。そのことから，積極的に

戸外での遊びを保護者が意識していることが

わかる。

図12 アンケート⑦の結果

<アンケート⑦の考察>

・ 回答項目に「どちらかと言えば嫌い」と「と

っても嫌い（苦手）」も入れてあったが，両項

目とも回答０で，ほとんどの子が体を動かす

ことが「好き」という回答を出していた。そ

のことから，今の時点ではどの子も運動を楽

しむことができる時期と思われ，いろいろな

運動活動を経験することで，更に運動を好き

にすることができるであろう考える。（図 12）

⑧最近，子どもたちの体力低下が問題視され

ていますが，その原因についてどう思いま

すか？

[保護者の意見]

・テレビやビデオ，ゲーム，おもちゃなどが

豊富なため，室内で遊ぶことが多く，その

ため，外に出て体を動かす機会が減ったこ

とが原因では。

・安心して遊べる場の減少と，不審者による

不安や車の事故が心配で，外で遊ばせる機

会が少なくなった。

・近所付き合いが希薄になり，近所の子ども

同士で遊ばなくなった。

・車での移動が多くなり，歩く機会が減って

いる。

・親自身も運動をする人が少ないので，子ど

ももあまり運動をせず体力が低下している

のではないか。

・習いごとをする子が増えたため。

⑨体を動かすことに関して，家庭で気をつけ

ていることや実際に行っていることとかあ

りますか？

[保護者の意見]

・休みの日は，公園などで思いっきり体を動

かして遊ぶようにしている。

・子どもが興味を持っている運動に親も一緒

になって楽しみながら体を動かしている。

・たまに室内で，手押し車や逆立ち，ブリッ

ジをさせている。

・室内でもフラフープやけんけんぱなどをし

て遊んでいる。

・室内で遊ぶことが多かったと思う日は，夕

方，少しの時間外に連れ出すようにしている。

・子どもと一緒に目標をもって運動をし，目

標達成できた時には褒めるように心がけて

いる。

・定期的に散歩に行く。



<アンケート⑧⑨の考察>

・ 保護者の意見より，保護者自身，子どもた

ちの体力低下を問題視し懸念していることが

わかる。また，各家庭においても，体を動か

す工夫をしている意見が多く見られ，保護者

の運動への意識の高さがわかった。

しかし，中には家庭事情によって，思うよ

うに運動をさせることができないと答えてい

る家庭もあった。

このことから，今後，家庭と連携を図り，

保護者と考えを出し合いながら，どの家庭で

も体を動かす活動が行えるように工夫してい

く必要があると思われる。

(ｲ) 家庭での運動遊びを充実できるようにするた

めの連携方法

○ クラスだよりの発行

クラスだよりにて，体を動かすことの大切

さを知らせることで，保護者の運動に対する

関心を高める。また，家庭でも取り組める運

動遊びや各家庭で取り組んでいる運動遊びな

どを紹介することで，親子で進んで運動遊び

を楽しめるようにしていく。

○ 園での取り組み

園では，子どもたちが体を動かして遊ぶ楽

しさを味わえるような活動を展開し，その活

動内容と子どもたちの様子を家庭へと知らせ

る。

また，親子で体を動かす活動を園で取り入

れ，実際に親子で体を動かす楽しさを経験す

ることで，家庭でも進んで運動できるように

する。

○ 個別の指導方法

あまり運動をしたがらない子，戸外で体を

動かすことを嫌がる子，すぐに運動遊びに飽

きてしまう子など，進んで運動しようとしな

い子への指導方法として，個別に家庭と連携

をとり，その子にあった援助の工夫を考え，

無理なく運動遊びを楽しめるようにしていく。



４ 運動遊びに関する年間指導計画

４歳児・５歳児の発達の特性を踏まえ，理論研究や文献を基にそれぞれの発達に合わせた運動遊びに

関する年間指導計画を作成した。

（1）運動遊びに関する年間指導計画（４歳児）

Ⅰ期（４・５月） Ⅱ期（６・７月） Ⅲ期（８・９・１０月）

＊スケーター

＊追いかけっこ ＊おおかみさん今何時？

＊かごめかごめ ＊だるまさんがころんだ

＊あぶくたった ＊巧技台遊び

＊はないちもんめ ＊プール遊び

幼
児
の
姿

ね

ら

い

内

容

☆
教
師
の
援
助

◇
環
境
構
成

・教師の側にいることで安

定を見出そうとしている

反面，友だちや新しい生

活に期待を寄せている。

◎園生活に慣れ，先生や友

達に親しみをもち，一緒

に遊ぶことを楽しむ。

・クラスの友だちにも慣れ，

自分の好きな遊びを見つけ

て遊ぶようになる。

・遊具の取り合いや意見が合

わなかったりしてトラブル

が起きたりする。

◎好きな遊びを見つけ，存分

に遊び，楽しさを味わう。

・戸外での遊びや体を動かして遊

ぶことを好み，友だちや先生と

一緒に楽しもうとする。

・簡単なルールのある遊びに喜ん

で参加するようになる。

◎友だちと一緒に体を動かして遊

ぶ楽しさを味わう。

◎簡単なルールのある遊びを楽し

む。

○先生や友だちと一緒に動

く楽しさを味わう。

○固定遊具の使い方がわか

り，安全に気をつけて遊

ぶ。

○全身を使って遊ぶ遊びを先

生や友達と一緒に楽しむ。

○自分の好きな遊びを見つけ

先生や友だちとかかわって

遊ぶ。

○いろいろな遊具や用具を使って，

戸外で友だちと一緒に体を動か

す楽しさを味わう。

○簡単なルールを守って先生や友

達と一緒に遊ぶ。

☆一人一人の思いをくみ

取りながら信頼関係を

築き，安定して遊べる

ようにする。

☆教師も一緒に遊びなが

ら，遊び方や遊具の使

い方を知らせる。

◇園ならではの遊具や用

具を準備し，新しいこ

とにも興味をもち参加

できるようにする。

☆教師が媒介になって友達と

の接し方や遊びへの参加の

仕方がわかるようにする。

◇やりたいことがすぐにでき

る環境作り，と繰り返し遊

びを楽しめる時間を確保す

る。

☆リズム遊びやダンスをみん

なで楽しむことで，体を動

かす楽しさを味わえるよう

にする。

☆ルールがはっきりわかるもの，

繰り返し楽しんで遊べるものな

どの活動を，幼児の経験や実態

に合わせて選んでいく。

☆教師も一員として遊びに参加し，

遊びを盛り上げたり，参加した

がらない幼児を誘ったりして，

どの子にも経験できるように配

慮する。

◇幼児で誘い合い，刺激し合える

ような場を多く設ける。

個
の
遊
び

集
団
遊
び
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子
で
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発
達
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程

・新しい生活が始まり，先

生や友だちに親しみの気

持ちをもつ時期

・周囲の人や物に興味を持ち

関わって遊ぼうとする時期

・いろいろな遊びを発見し，挑戦

しようとする時期

＊固定遊具（すべり台・ブランコ・ジャングルジム）

教師や友だちと触れ合って遊

公園で遊ぶ（遊具遊び・ボール遊び・散歩など）室内で遊ぶ（触れ合い遊び）

親子で触れ合い遊び

＊親子体操
＊親子リズム

親子レクリェーション

＊体操 ＊障害物競争 ＊玉入れ
＊ジャンケンゲーム ＊パン喰い競争 など

活
動
例
（

幼
稚
園
・

家
庭
）

家族で海水浴

みんなと一緒に遊ぶ 運動会ごっこを楽しむ
＊玉入れ

＊かけっこ

＊リズムダンス

＊固定遊具（鉄棒・うんてい）

＊けんぱ
＊ポックリ



Ⅳ期（１１・１２月） Ⅴ期（１・２・３月）

＊フープ

＊縄跳び

・運動遊びに興味を持ち，挑戦したり頑

張ろうとする気持ちを持つようになる。

・全身運動が活発になり，繰り返し運動

に取り組む姿が見られる。

・年長児の遊びに関心を持ち，自分達も

真似たりして遊ぼうとする。

・遊びに必要な技能や遊び方の理解ができるよう

になり，教師に頼らなくても遊びが進められる

ようになってくる。

・友だちと一緒に遊びを進めながら，楽しくする

ために考えたり工夫したりする。また，持続し

て遊べるようになる。

・年長組になることへの憧れや期待が感じられる。

◎友だちとイメージを出し合いながら，

遊びを進めていく楽しさを味わう。

◎自己を発揮しながら友だちと遊ぶ楽し

さを味わう。

◎自分の考えを伝えたり，友だちの考えを受け入

れたりして，協力しながら遊びを進めていく。

◎自分なりの目的をもち，いろいろと遊びを工夫

していくことを楽しむ。

○運動遊びに進んで取り組み，友だちと

一緒に楽しむ。

○友だちと同じ目的に向かって考えを出

したり，表現したりして一緒に遊びを

進めていく。

○戸外で全身を思い切り動かして遊び，みんなと

一緒に遊ぶことの楽しさを味わう。

○自分なりの目的に向かって力を出し，頑張るこ

との喜びを味わう。

○いろいろな遊びに興味をもち試したり，工夫し

たり，挑戦したりして楽しむ。

☆自分からやってみようとして取り組ん

でいる姿を認め，共に喜んだり，励ま

しながら意欲を高めていく。

☆技能的な援助が必要な子には，手を添

えるなど個々に応じた援助をする。

◇いろいろな運動遊びに取り組めるよう

に，子どもたちの遊びの様子を見なが

ら用具を準備する。

◇年長組と同じ場で遊ぶなど，年長児の

遊び方が刺激になるように接点を作っ

ていく。

☆同じ目的や興味をもって友だちと一緒に取り組み

充実感が味わえるようにする。

☆面白そうな遊びや活動への取り組みをみんなに知

らせながら，互いに認め合うクラスの雰囲気を作

ったり，互いの刺激になるようにしていく。

◇それぞれが取り組んでいる遊びの中で，一人一人

が自分の力を十分に出しきって遊べるよう，場や

時間の取り方，用具や遊具などの直接的な援助な

どを配慮していく。

☆一人一人の行動を認め，励ましながら自信を持た

せていくことで年長組への期待を持たせるように

配慮する。

・いろいろな遊びに挑戦しながら，遊び

や友だちに広がりが出てくる時期

・園生活の仕方がほとんどわかり，幼稚園が楽し

くなる時期

運動チャレンジ大会

公園で遊ぶ（遊具遊び・ボール遊び・散歩など）室内で遊ぶ（触れ合い遊び）

親子でマラソン・ウォーキング

＊幼稚園で日頃子どもたちが取り組んでい

る

＊固定遊具（すべり台・ブランコ・ジャングルジム・鉄棒・うんてい）

忍者カード（運動遊びチャレンジカード）に挑戦!!
＊固定遊具（ブランコ・鉄棒・滑り台・ジャングルジム）

＊ポックリ ＊マット（前回り） ＊けんぱ ＊大波小波

みんなで挑戦する 忍者ごっこを楽しむ クラスみんなで楽しむ
＊縄遊び

＊マット遊び

＊跳び箱遊び

＊平均台遊び

＊忍者カードの内容を忍術に

見立て，忍者になりきって

挑戦する。

＊ダンス♪なんじゃもんじゃ忍者

＊円形ドッヂボール

＊サッカー

＊手つなぎ鬼

＊地域活動への参加

（てだこウォークなど）
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(2) 運動遊びに関する年間指導計画（５歳児）

Ⅰ期（４・５月） Ⅱ期（６・７月） Ⅲ期（８・９・１０月）

・集団生活の経験のある子

や初めての子など個人差

が著しい。

・進級児は年長になった喜

びと自覚を持ち，積極的

に園生活を行う姿が見ら

れる。

◎園生活に慣れ，先生や友

だちと一緒に遊びを楽し

みながら安心感を持つ。

・園生活の流れや身近な環境

がわかり，自分の好きな遊

びをしたり，気の合った友

達と遊ぶようになる。

・自己主張が強くなり，個々

の思いの違いからトラブル

が多く見られるようになる。

◎友だちとつながりを深め，

思いを伝え合いながら遊び

を進める。

◎戸外で体を十分に動かして

遊び，充実感を味わう。

・全身的な運動が盛んになり，試

したり挑戦したりしながら，い

ろいろな運動遊びに進んで取り

組む姿が見られる。

・自分なりの目的を持って，頑張

ろうとする気持ちが高まってく

る。

◎戸外で十分に体を動かし，友だ

ちと挑戦したり，競い合ったり

して遊ぶ楽しさを味わう。

◎共通の目的に向かって，皆で取

り組む楽しさを味わう。

○自分から遊びを見つけ，

友だちと一緒に遊ぶ。

○固定遊具の使い方がわか

り，安全に遊ぶ。

○集団遊びを楽しむ。

○全身を使って思い切り遊ぶ。

○いろいろな遊具や用具の望

ましい使い方を知る。

○簡単なルールのある遊びを

友だちと一緒に楽しむ。

○プール遊びを楽しみ，水に

慣れ親しむ。

○友だちと運動したり競争したり

思い切り体を動かして遊ぶ楽し

さを味わう。

○挑戦することに興味を持ち，自

分なりの課題を持って取り組む。

○ルールを確かめたり，考えたり

しながら遊びを進める。

☆個々の幼児と触れ合い安

定感が持てるようにする。

☆教師も一緒に遊びに加わ

り，遊具の安全な遊び方

を知らせていく。

☆集団遊びを取り入れ，仲

間とのつながりを感じら

れるようにする。

◇やりたいことがすぐにで

きる十分な物と，繰り返

しできる自由の時間を確

保する。

☆教師との触れ合いや友だちと

の関わり合いを楽しめるよう

親しみのある遊びや簡単なル

ールを投げかけ，楽しめる場

を提供していく。

◇遊びが充実していくように，

また繰り返し遊びが楽しめる

ように場や時間を確保する。

☆プール遊びにおいては，個人

差があるので一人一人に応じ

た援助を心がけ，安全に遊べ

るようにする。

◇運動遊びが十分にできるように場

や時間を確保したり，用具を整え

ておく。

☆自分なりに目標をもって取り組ん

でいる姿を受け止め，具体的に認

め，自信につなげていく。

☆子ども自身で活動を進めている姿

を応援したり見守ったりしながら

年長児としての自信を育て意欲を

高めていく。

☆教師も一緒に遊びながら，遊び方

やルールを知らせていく。

・遊びや教師との触れ合い

を通して園生活を楽しみ

安定していく時期

・気の合う友だちと関わりな

がら遊びを広げていく時期

・友だちとのつながりが深まり，

自分の力を発揮していく時期

＊固定遊具（すべり台・ブランコ・ジャングルジム）

公園で遊ぶ（遊具遊び・ボール遊び・自転車など）室内で遊ぶ（触れ合い遊び）

＊親子ゲーム
＊親子リズム

親子で触れ合い遊び 親子レクリェーション

＊体操 ＊障害物競争 ＊玉入れ
＊ジャンケンゲーム ＊パン喰い競争 など

家族で海水浴

＊固定遊具（鉄棒・うんてい・登り棒）＊スケーター

＊ポックリ

＊フープ
＊竹馬・やっとこ・縄跳び

教師や友だちと触れ合って遊

＊かごめかごめ
＊ハンカチ落とし
＊なべなべ
＊はないちもんめ

大勢の友だちと遊

＊おおかみとこやぎ
＊ドンじゃんけん
＊フルーツバスケット
＊プール遊び ＊巧技台遊び

運動会ごっこを楽しむ
＊かけっこ ＊リレー
＊玉入れ ＊組体操
＊リズムダンス
＊ラジオ体操
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Ⅳ期（１１・１２月） Ⅴ期（１・２・３月）

・戸外で全身を使った遊びを好み，いろ

いろな運動遊びに挑戦する姿が見られ

る。

・ルールのある遊びの楽しさがわかるよ

うになり，友だちと一緒に取り組む姿

が見られるようになる。

・自分達でめあてを持って取り組み，最後までやり

遂げようとする姿が見られる。

・友だちとのつながりが深まり，遊びの見通しをも

って自分達で遊びを進めていこうとする。

・一年生になるという喜びと自覚が生まれ，自信を

もって積極的に行動するようになる。

◎自分なりの力を発揮しながら，戸外で体

を十分に動かして遊ぶ楽しさを味わう。

◎友だちと誘い合って，ルールのある遊び

で，全身を使って楽しむ。

◎自分の目的に向かって取り組み，やり遂げた満

足感を味わう。

◎友だちと協力し，一緒に遊びを進めていく達成

感や充実感を味わう。

○個々の力を発揮しながら，運動遊びを

楽しみ，充実感を味わう。

○友だち同士で遊びを広げ，意欲的に取

り組む。

○ルールを守ったり，自分達でルールを

作ったりして，心身を弾ませて遊ぶ。

○一人一人が自分なりの目標を持ち，自分の力を

十分に発揮しながら最後まで取り組む。

○気の合う友だちでグループを作ったり，クラス

みんなでルールのある遊びを楽しみ，充実感を

味わう。

○自分達で協力し合いながら遊びを進めて楽しむ。

☆挑戦意欲を大切にし，できるだけ自分の

力でできたという達成感を味わえるよう

にする。

☆自分から進んで活動に関わらない子は誘

ったり，教師も一緒に遊びながら意欲を

高め，達成感を味わえるようにする。

◇自分達でルールを考えて遊びを進めたり

必要な物を準備したりしている姿を見守

り，その遊びがじっくり楽しめるように，

場や時間を確保していく。

☆年中児との遊びでは安全面に配慮し，一

緒に楽しめるようにする。

☆繰り返し努力している姿や工夫している姿を十分に

認めていくとともに，その気持ちをわかってくれる

友だちや教師のことを知らせ，友だちから認められ

るような機会をつくる。

☆協力し合って遊びを進めている様子を見守り，子ど

も達にまかせながら，必要に応じて関わっていく。

◇いろいろな動きに挑戦する姿を認め，遊びの状況に

合わせてルールを変えたり，運動量に合わせて十分

な場を確保したりする。

◇取り組みたい遊びが十分に楽しめるように子どもと

一緒に環境を整えていく。

・友だちと一緒に遊びを進めたり，課題

を乗り越える楽しさを知る時期
・自分に自信を持ち，自主的に行動していく時期

公園で遊ぶ（遊具遊び・ボール遊び・自転車など）室内で遊ぶ（触れ合い遊び）

親子でマラソン・ウォーキング 運動チャレンジ大会

＊子どもたちの運動遊びにチャレンジする姿

を 見たり，一緒に運動遊びに挑戦したりす

＊固定遊具（すべり台・ブランコ・ジャングルジム・鉄棒・うんてい・登り棒）

運動遊びチャレンジカードに挑戦!!

＊固定遊具（鉄棒・登り棒・うんてい） ＊竹馬 ＊やっとこ ＊フープ回し

＊縄跳び（前跳び・後ろ跳び・片足跳び・あや跳び・ゆうびんやさん）＊跳び箱

ルールのある遊びを楽しむ 集団での遊びを楽しむ

＊円形ドッヂボール
＊リレー ＊サッカー
＊ひょうたん鬼 ＊色鬼
＊イス取りゲーム

＊ドッヂボール
＊サッカー ＊鬼遊び

自分達で遊びやルールを作って楽しむ

＊地域活動への参加

（てだこウォークなど）
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Ⅶ 保育実践

１ 検証保育の全体計画

検証保育の実践にあたり，下記のような全体計画を立てた（全９回）。対象児：４歳児（年中クラス）

月日 題 材 名 ね ら い 活 動 内 容

12 ／ 8
縄で遊ぼう！

・縄を使っていろいろな ・縄を使って，綱渡り，グーパー跳 １

（火） 遊びを楽しみ，縄遊びに び，ジャンケン遊び等を行い，縄
２

１
興味・関心を持つ。 遊びを楽しむ。

12 ／ 10 マットで
・マットを使っていろいろ ・マットを使って，ゆらゆらたまご １

２
（木） 遊ぼう！

な遊びを楽しみ，マット や焼き芋ゴロゴロ，色鬼等を行い，
遊びに興味･関心を持つ。 マット遊びを楽しむ。 ２

12 ／ 17 跳び箱で
・跳び箱を使っていろいろ ・跳び箱を使って，上り下りやいろ １

３
（木） 遊ぼう！

な遊びを楽しみ，跳び箱 いろなジャンプをしたり，跳び箱
遊びに興味･関心を持つ。 の枠を使って，ごっこ遊びを行う ２

等，跳び箱遊びを楽しむ。

12 ／ 22 巧技台で
・巧技台を使っていろいろ ・巧技台を使って，どんじゃんけん １

４
（火） 遊ぼう！

な遊びを楽しみ，巧技台 をしたり，一本橋・二本橋渡りや
遊びに興味･関心を持つ。 斜面登りなどに挑戦し，巧技台遊 ２

びを楽しむ。

1 ／ 12 忍者カードに
・忍者のイメージを持ち，

・忍者カード（４歳児の運動能力と

（火） 挑戦①
忍者を目指しながら運動

子どもの実態に合わせた内容の運 １
５

遊びに挑戦する楽しさを
動遊びチャレンジカード）を子ど

味わう。
も達に紹介し，できそうなものか ２
ら挑戦する。

1 ／ 14 忍者カードに ・できた喜びを味わいなが
・忍者カードの中の運動遊びを一つ

６
（木） 挑戦② ら，運動遊びに挑戦する

ひとつクリアを目指して，みんな ２

楽しさを味わう。
で応援し合いながら運動遊びに挑
戦する。

1 ／ 18 みんなで ・みんなで，忍者になって
・忍者の衣装を着けて，忍者ごっこ １

７
（月） チャレンジ！ いろいろな運動遊びに挑

を楽しみながら，忍者カードでま

戦する楽しさを味わう。
だクリアしていない運動遊びに挑 ２
戦する。

1 ／ 19 みんなで
・先生や友だちと一緒に体 ・先生も子どもたちも忍者になりき

（火） 忍者修行の旅に
を十分に動かして遊ぶ楽 り，いろいろな運動遊び（「忍法 １

８
本 時 出よう！

しさを味わう。 ～の術」と見立てて）をみんなで
・いろいろな運動遊びに挑 楽しむ。 ２

戦する楽しさを味わう。 ・自分なりの遊び方で活動を楽しむ。

・保育参観日に親子で体を動かす遊

2 ／ 10 親子忍者で ・親子で体を動かして遊ぶ

びを紹介し，実際に親子で運動遊

（水） 楽しもう！ 楽しさを味わう。

びを楽しむ。
９ ※当日，十分に楽しめるように，事 ３

前にクラスだより等で活動内容を
知らせておく。
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２ 検証保育 実践事例１

（1）主題名 『みんなで体を動かして遊ぼう！』

(2) 題材名 ○実践№１【縄で遊ぼう！】 ○実践№２【マットで遊ぼう！】

○実践№３【跳び箱で遊ぼう！】 ○実践№４【巧技台で遊ぼう！】

（3）題材として取り上げた理由

幼児期は体を動かすことを好み，遊びの中で全身を使って活動する時期であり，それが本来の幼児

の姿でもあるとされている。

２年保育の始まりの年である４歳児年中クラスの子どもたちは，入園前に保育園等での保育歴がな

い子も多く，集団で体を動かす経験や運動遊びの経験をしたことがない子も見られる。クラスの子ど

もたちの遊びの様子を見てみると，活発な子は多いが，外に出て思い切り体を動かす遊びはあまり続

かず，砂場や室内で遊ぶことが多く見られた。

そこで，いろいろな用具を使った運動遊びや鬼遊びの活動を展開し，みんなで体を動かす楽しさを

味わうことで，運動遊びの楽しさを知り，運動遊びに対する興味・関心が高まるであろうと考え，題

材として取り上げた。

（4）活動の展開

主題のねらい：先生や友だちと一緒に体を動かして遊ぶ楽しさを味わい，様々な運動遊びに興味・

関心を持つ。

活動の流れ 子どもの姿 ☆教師の援助 ◇環境構成

12/8（火） 実践№１

【縄で遊ぼう！】

＜ねらい＞

縄を使っていろいろな

遊びを楽しみ，縄遊びに

興味・関心を持つ。

＜内容＞

・長縄の綱渡り

・グーパーどんじゃんけん

・ 活動前に子どもたちと運動につ

いて話し合うと「運動すると体が

強くなる！！」「運動すると元気に

なる！」などの言葉が出てきた。

先生の話を聞いて「早くやってみ

たい！」と活動に期待している様

子が見られた。

・ 長縄の綱渡りでは，ゆっくり慎

重に歩く子（図 13）もいれば，「こ

んなの簡単！」と言って早足で渡

る子，それぞれの楽しみ方が見ら

れた。

・ 長縄を並行に二本並べたものを

使って遊ぶ，グーパーじゃんけん

では，以前にケンパを経験してい

たこともあり，上手にグーパーで

進める子が多く見られた。（図 14）

グーパーを難しそうにしている子

がいると「こうするんだよ」と優

しく教えてあげている姿も見られ

た。

・ 全体での遊び後，縄を使って，

電車ごっこをしたり，へび跳びや

大波小波，一人跳び等，縄を使っ

て思い思いに楽しむ姿も見られた。

☆ 運動遊びを始める前に，子どもた

ちが運動遊びへの関心を持てるよう

に「なぜ運動するのか？」子どもた

ちと話し合う。

☆ 今日の活動内容を話し，活動に期

待が持てるようにする。

◇ いろいろな綱渡りが楽しめるよう

に，長縄をへび状と一本線状に置く。

全員が綱渡りに挑戦し終えた後は，

今度は縄を二本並行に並べ，グーパ

ーで進み出会った子とどんじゃんけ

んを楽しめるようにする。

☆ 教師も楽しみながら，見本を見せ

たり，子どもたちとゲームに参加し

たり，また「できない」と不安そう

にしている子に声をかけ一緒に手を

取りながら挑戦できるようにするな

ど一緒に活動を楽しむ。

◇ 全体での活動後，縄を使って思い

思いに遊べるように縄を多めに用意

（短縄・長縄）し，時間も確保する。

☆ 子どもの思いを受け止めながら，

教師も遊びを楽しむ。

図13 綱渡りに挑戦中！

図14 グーパーどんじゃんけん

縄から落ちない
ように・・・

最初はグー！
じゃんけんポン！



活動の流れ 子どもの姿 ☆教師の援助 ◇環境構成

12/10（木） 実践№２

【マットで遊ぼう！】

＜ねらい＞

マットを使っていろい

ろな遊びを楽しみ，マッ

ト遊びに興味・関心を持

つ。

＜内容＞

・ゆらゆらたまご

（体を丸めて前後にゆらゆら）

・焼き芋ゴロゴロ

（体を伸ばしてマットと平行に

横に転がる）

・マットを使って色鬼

・ 活動はじめに，前回の活動を思

い出し，思い思いに楽しかったこ

とを話す姿が見られた。教師の顔

を見るなり「今日はどんなことす

るの？」と活動に意欲を見せる子

も多く見られた。マットの準備も

進んで手伝う子も多く，マットを

出したとたんにマットの上で遊ぶ

姿も見られた。

・ ゆらゆらたまごは難しいながら

も，それぞれに挑戦する姿が見ら

れた。（図 15）また，焼き芋ゴロゴ

ロは，転がることが楽しくて，手

足を十分に伸ばさずに転がってい

たので，マットから外れる子も多

く見られたが，コツを教えると上

手に転がれるようになってきた。

（図 16）友だち同士で応援し合う

姿も見られた。

・ 色鬼では，ルールをすぐに理解

し，全員が参加してみんなで楽し

むことができた。

・ 全体での遊び後，マットを丸め

たり，折り曲げたりして，その上

でジャンプをしたり，マットの中

に入って遊んだり，マットを海に

見立てて海ごっこを楽しむなど，

思い思いに遊ぶ姿が見られた。

☆ 子どもたちと前回の活動を思い出

し期待を持たせながら今日の活動に

ついて話をする。

◇ マットの準備を子どもたちの「一

緒にやりたい（手伝いたい）」とい

う思いを受け止め，一緒に準備を行

う。

☆ 初めて行うマット活動なので，子

ども達が「できない」と苦手意識を

持たないように，少しでもできた時

にはおおいに褒め，頑張っている姿

を認め励まし，やり方のコツをつか

めるように個別に指導を重ねるなど

一人一人が楽しく活動できるように

援助を工夫する。

☆ 全体で一斉に遊べる鬼遊びを活動

の中に取り入れることで，教師や友

達と一緒に体を十分に動かして遊ぶ

楽しさを味わえるようにする。

◇ 全体での活動後に，マットを使っ

て思い思いに十分に遊べるように，

時間を確保する。

☆ 子どもたちが考えた遊びに教師も

一緒に参加し「この遊び面白いね」

「楽しいね！」と声をかけながら楽

しみ，遊びが盛り上がるような雰囲

気作りをする。

図15 ゆらゆらたまご

図16 焼き芋ゴロゴロに挑戦！

12/17（木） 実践№３

【跳び箱で遊ぼう！】

＜ねらい＞

跳び箱を使っていろい

ろな遊びを楽しみ，跳び

箱遊びに興味・関心を持

つ。

＜内容＞

・跳び箱一人上り下り

・ねらい跳び下り

・鬼遊び（オオカミさん

今何時？）

・ 二台の跳び箱（三段の高さ）を

使って，それぞれ自分なりの方法

で跳び箱の上り下りに挑戦する姿

が見られた。ほとんどの子が手を

使っていたが，何度も繰り返し挑

戦するうちに，手を使わないで上

り下りに挑戦する子が出てきた。

教師が「すごいね！」と声をかけ，

みんなにも紹介すると，「○○もで

きるよ！見ててね！」と言って，

他の子も挑戦するようになり，遊

びに変化が出た。

・ 次のねらい跳び下りでは，フー

プを三つ並べたことで，難易度が

アップし，さらに子どもたちの挑

戦意欲が高まった。最初は，「一番

目（二番目・三番目）のフープに

☆ 子どもたちと一緒に用具（跳び箱

やマットなど）を準備しながら，活

動に期待が持てるようにする。

☆ 子どもたちの遊びの様子を見なが

ら活動内容を変えていくことで，遊

びが発展できるようにする。また，

一人一人の取り組みの様子を捉え面

白そうなもの，工夫しているものな

どを他児にも紹介していくことで遊

びに広がりが持てるようにする。

◇ 子どもたちと相談しながら用具を

配置することで，子ども主体で活動

を楽しめるようにする。

みんなでゆらゆら
楽しいね～♪



活動の流れ 子どもの姿 ☆教師の援助 ◇環境構成

【考察】

○ 運動遊びを始める前に子どもたちと運動について話し合ったことで，運動への関心の高まりが見ら

れ，活動に対しての意欲も見られた。活動後に子どもたちに運動後の体の様子を聞いてみると「（体

をいっぱい動かして遊んだから）体が強くなっている！」「筋肉もりもりになってるよ！」と自信満

々に答える子が多かった。

○ 運動遊びに抵抗を示していた子も，活動内容にみんなで楽しめるゲーム的なものを多く取り入れる

ことで，どの子も活動を楽しむことができたと考える。

○ 子どもたちの動きに合わせて環境を構成することで，子どもたちなりの遊び方で遊びを楽しむ姿が

見られた。環境の設定の仕方次第で子どもたちの活動意欲が違ってくることがわかった。

○ 巧技台をサーキット形式にする等，活動内容を子どもたちが自分なりの力にあった方法で挑戦でき

るようにしたことで，どの子も活動を楽しむことができたと思われる。

跳ぶよ！」と一つのフープを目指

してジャンプをしていたが，その

うちフープを一つずつ順に跳び越

え三段跳びをする子も出てきた。

（図 17）

・ 活動の最後に新しい鬼遊びを行

うと，すぐにルールを覚え，「おお

かみさん今何時？」と元気いっぱ

い声を出して楽しむ姿が見られた。

・ 全体での遊び後，跳び箱の枠を

使って，汽車ごっこやお家ごっこ，

お風呂ごっこ，また，一段目をひ

っくり返して，船に見立てるなど，

いろいろな方法で友だちと楽しく

遊ぶ姿が見られた。（図 18）

☆ 教師も一緒に挑戦しながら活動を

楽しむことで，より子どもたちの遊

びを盛り上げていく。

☆ 新しい鬼遊びを紹介することで，

色鬼以外の他の鬼遊びにも興味が持

てるようにし，皆で体を動かして遊

ぶ楽しさを味わえるようにする。

◇ 跳び箱やマット，フープなど今回

使った用具を全体での活動後に好き

なように遊べるよう，時間の確保を

し，教師も一緒に遊びを楽しむこと

で，遊びを盛り上げていく。

図17 ねらいを決めてジャンプ

図18 連結汽車ごっこ

12/22（火） 実践№４

【巧技台で遊ぼう！】

＜ねらい＞

巧技台を使っていろい

ろな遊びを楽しみ，巧技

台遊びに興味・関心を持

つ。

＜内容＞

・一本橋でどんじゃんけん

・巧技台サーキット

・ 自分達で準備した巧技台を使っ

て，すぐに今までの経験を活かし

た遊びが始まった。一本橋が設置

されると，友だち同士誘い合って

どんじゃんけんを楽しむ姿が見ら

れた。ルールを把握している子，

ルールがよくわかっていない子，

それぞれの姿が見られた。友だち

同士でルールを教え合ったり，教

師と一緒にゲーム進めることで楽

しめるようになった。

・ 巧技台をサーキット形式に形を

変えると「面白そう！早くやって

みたい！」とすぐに興味を示す子

が多かった。最初は慎重に挑戦し

ていたが，何度も繰り返すうちに

自分なりの力を試そうと，後ろ向

きで挑戦したり（図 19），ケンケン

で挑戦したりと様々な方法で楽し

む姿が見られた。また，友だち同

士で技を模倣し合う姿も見られた。

☆ 活動を始める前に，前回の活動を

子どもたちと振り返り，今日の活動

の期待へとつなげる。

◇ 活動に使う用具を子どもたちと一

緒に準備を行い，子どもたちがすぐ

に遊び始めやすいように子どもの様

子を見ながら巧技台を組み立てる。

☆ どんじゃんけんのルールが把握で

きていない子には，教師が側につき，

一緒にゲームを進め，楽しめるよう

にする。

◇ 巧技台の形をサーキット形式にす

ることで，より遊びを楽しめるよう

にする。

☆ 子どもたち一人一人が思い思いに

挑戦できるように安全に気をつけな

がら遊びを見守る。

☆ 自分なりの力に挑戦している姿を

認め，「すごいね！こんなこともで

きるんだね！」と声をかけることで，

挑戦意欲を高めていく。図19 後ろ歩きで挑戦！

あのフープに決めた！

うさぎ組号もうすぐ
出発です！

あわてずゆっくり…



３ 検証保育 実践事例２

（1）主題名

『忍者を目指していろいろな運動遊びに

挑戦しよう！』

（2）取り上げる題材名

『みんなで忍者修行の旅に出よう！』

（3）主題設定の理由

【４歳児の発達の特性】

４歳児は“育ち盛り”の時期であり，生活

や遊びの中で，全身を使い様々な活動を経験

することで，より運動機能の発達を促し，数

多くの運動技能を身につけていく時期でもあ

るとされている。

様々な活動を経験する中で，４歳児は活動

への興味・関心を広げ，いろいろな事を“や

ってみたい”という気持ちを持ち，次第に“

やってみたい”の気持ち（意欲）から“やっ

てみる”（態度）へと変わり，活動に意欲的

になる。４歳児は，いろいろな活動に意欲的

に取り組みながら，自分なりの力を獲得し，

５歳児の発達へとつながっていく。

以上のことから，４歳児にとって様々な運

動遊びを経験することは，運動への意欲を高

めると共に身体諸機能の発達を促す上でも大

切であると考える。

【クラスの幼児の姿】

入園当初の子どもたちの遊びの様子を見て

いると，戸外に出ることは大好きだが，遊び

が長続きせず，しばらくすると室内に戻り，

室内遊びを楽しむ子が多く見られた。

園生活に慣れてくると少しずつ戸外遊びの

楽しさがわかりはじめ，固定遊具や砂場で遊

ぶことが多くなってきた。しかし，思い切り

体を動かして遊ぶ姿はあまり見られなかった。

そこで，保育実践の中で，いろいろな運動遊

びを経験できる内容を計画し，体を動かして

遊ぶ楽しさを味わえるようにしてきた。

これまでの実践の中で，縄やマット，跳び

箱，巧技台などを使っていろいろな運動遊び

に取り組んできたことで，体を動かすことを

楽しみ「もっとやりたい！」「次は何やるの？」

と運動遊びに意欲的な子が多く見られた。ま

た，子どもたちの動きを見ながら，遊びを展

開することで，子どもたち一人一人が自分な

りの方法で遊びを楽しんだり，友だちのやり

方を見て模倣したりと，幼児自らが主体的に

遊ぶ姿も見られるようになってきた。

【題材として取り上げた理由】

この時期の子どもたちは発表会の影響も受

けて，イメージが豊かになっていると思われ

る。そこで，ただ単にいろいろな運動遊びに

挑戦するのではなく，教師も子どもたちもみ

んなで忍者になりきって遊ぶことで，より子

どもたちの意欲を高めることができると考え

る。

また，子どもたちが主体的に運動遊びに取

り組めるように，これまでに取り組んできた

運動遊びを総合的に取り入れた内容を考え，

環境を構成する。その環境の中で，忍者修行

を行うイメージを教師も子どもたちと一緒に

持ち，遊びを展開していくことで，運動遊び

の楽しさを味わうことができるのではないか

と考え，本題材を取り上げた。

(4) 本時のねらい

① 先生や友だちと一緒に体を動かして遊ぶ楽

しさを味わう。

② いろいろな運動遊びに挑戦する楽しさを味

わう。

(5) 保育仮説

① 先生や友だちと一緒に忍者になりきって遊

ぶことで，活動意欲が高まり，進んで体を動

かして遊ぶようになるであろう。

② 活動の中で一つひとつの技をクリアできた

喜びを味わうことで，進んでいろいろな運動

遊びに挑戦しながら遊ぶようになるであろう。



(6) 本時までの取り組み（保育の展開）

活動の流れ 子どもの姿 教師の援助

・ 忍者の話を聞いて「忍者わかる

よ！」とほとんどの子が答えていた。

・ 忍者カードに興味を示し，「早くや

ってみたい！」と挑戦への意欲が見

られた。

・ マットでの前回りを初めて経験す

る子がほとんどで，最初はうまく回

ることができなかったが，教師のア

ドバイスを聞いて次第に上手に回れ

るようになった。

・ クリアのシールを忍者カードに貼

ってもらうと「やった！きらきらシ

ールもらえた！」と喜び，何度も同

じものに挑戦する姿も見られた。

・ マットをクリアしたことで自信を

持ち，次のけんぱにも進んで挑戦す

る姿が見られた 。

・ 忍者カードを見ながら，きらきら

シールを嬉しそうに数えたり，「あと，

これとこれとこれシールもらえたら

忍者になれる！」と前回よりも挑戦

意欲が高まっている様子が見られた。

・ 前回の時は，挑戦する前に「でき

ないかも…」と不安そうにしている

子も見られたが，今回は不安そうな

姿はあまり見られず，積極的に挑戦

する子が多く見られた。

・ 忍者の衣装を着けると，「かっこい

い！」と喜ぶ子もいれば，ちょっぴ

り恥ずかしそうにしている子も見ら

れた。しかし，時間が経つとどの子

も忍者の気分で忍者ごっこを楽しむ

姿が見られた。

・ 鉄棒の技にも積極的に挑戦し，見

事クリアできると，他の技（ぽっく

りやうんてい，ブランコ等）にも，

友だちと忍者になりきって挑戦しな

がら遊びを楽しむ姿が見られた。

・ いつもは戸外に出ると，すぐに砂

場や泥団子作りのコーナーで遊びだ

す子が多いが，この日は，衣装を着

けている間，体を思い切り動かして

遊ぶ子が多く見られた。

・ 活動後「また忍者になりたい！」

という子が多かった。

＊ 子どもたちがどのくらい忍者につ

いて理解しているかを確認しながら，

忍者について子どもたちと話し合う。

＊ より具体的に忍者のイメージを持

てるように，『忍たま乱太郎』のＤＶ

Ｄを子どもたちと一緒に視聴し，映

像を見ながら，「すごいね！忍者って

こんなこともできるんだね！」や「足

も速くて，体も強そうだね！」など，

忍者のイメージがもてるような言葉

かけをする。

＊ 子どもたちに忍者カードの説明と

挑戦の仕方をわかりやすく話す。

＊ 子どもたちの頑張って取り組んで

いる姿を認め，励まし，できた喜び

を共感しながら，忍者カードへの挑

戦を楽しめるようにする。

＊ 一人一人カードの進み具合をチェ

ックし，「きらきらシールが○○個だ

ね！すごいね！」「あと△△と☆☆が

クリアできたら忍者になれるね！」

等と声をかけながらカードをそれぞ

れ配り，挑戦意欲を高める。

＊ 子どもたちの取り組みを援助しな

がら，子どもたち同士で応援し合っ

たり，友だち同士で楽しみながら挑

戦できる雰囲気作りを心がける。

＊ 「みんな忍者カード頑張って，き

らきらシールも増えてきたから，今

日はね先生が忍者の学校から，忍者

の衣装借りてきたよ！」と衣装を出

す前に話をし，忍者への変身に期待

が持てるようにする。

＊ 一人一人の忍者姿に「かっこいい

ね！似合っているね！何か技が使え

そうだね！」等の声かけをし，忍者

気分を盛り上げる。

＊ 「忍者に変身したから何でもでき

そうだね！」と活動への意欲を高め，

みんなで運動遊びに挑戦する。

＊ いろいろな技に挑戦している姿を

認め，「すごいね！こんなこともでき

るんだね！」等の声かけをしながら，

自信へとつなげていく。

＜ねらい＞

忍者のイメージ

を持ち，忍者を目

指しながら運動遊

びに挑戦する楽し

さを味わう。

＜内容＞

○忍者について子

ども達と話し合

う。

○マット（前回り）

とけんぱに挑戦!

＜ねらい＞

できた喜びを味

わいながら，運動

遊びに挑戦する楽

しさを味わう。

＜内容＞

○縄跳びとぽっく

りに挑戦！

1/12（火）実践№５

【忍者カードに

挑戦①】

1/14（木）実践№６

【忍者カードに

挑戦②】

1/18（月）実践№７

【みんなで

チャレンジ！】

＜ねらい＞

みんなで忍者に

なって，いろいろ

な運動遊びに挑戦

する楽しさを味わ

う。

＜内容＞

○忍者の衣装を着

けて，鉄棒（ぶ

たの丸焼き・す

ずめ・ぶら下が

り 10 秒）に挑戦！

○忍者の気分で運

動遊びを楽しむ。



(7) 検証保育指導案

・トイレを済ませて，忍者の ☆前日に子どもたちと翌日の忍者修行についての話し合

衣装を着ける いと，忍者になるための衣装を紹介し，当日は衣装を

９：００ ○忍者に変身して集まる 着けてから，集まるように説明しておく。

（教室で集まる） ○子どもたちが衣装を取り出しやすいように，種類別に

・グループごとに座る かごに入れ用意しておく。

・先生の話を聞く ☆忍者に変身してグループごとに座るよう，声をかける。

・今日の活動について話し ☆これまで取り組んできた遊び（運動遊び）を振り返り

合う ながら，子どもたちのイメージを膨らませ，今日の活

≪環境設定≫ 動に期待が持てるようにする。

☆今日の活動の手順や，活動中の約束事を確認する。

・靴を履いて園庭に出る ☆あわてずに，靴を履いて園庭に出るよう，声をかける。

日 時 平成２２年 １月１９日（火） ９：００～１０：１５

対 象
うさぎ組（４歳児）
男児１７名 女児１３名 計３０名

題 材 名 みんなで忍者修行の旅に出よう！

ねらい

保育仮説

時 間 活動の流れ ☆教師の援助 ○環境構成

教師

グループに分かれて座る

≪手順≫

①忍者先生（真衣先生）の見本を見て，みんなも

同じ技に挑戦する→クリアした子に手裏剣

②自分たちでいろいろな技に挑戦する

③今日の遊びの感想などを話し合う

④忍者修行を最後まで頑張った子に忍者メダルの

表彰

≪約束≫

①用具の準備と片づけをみんなで頑張る

②先生の話や合図をよく聞く

③競争ではないので，ゆっくり挑戦する

④最後までみんなと一緒に活動を楽しむ

○先生や友だちと一緒に忍者になりきって遊ぶことで，活動意欲が高まり，進んで体を

動かして遊ぶようになるであろう。

○活動の中で一つひとつの技をクリアできた喜びを味わうことで，進んでいろいろな運

動遊びに挑戦しながら遊ぶようになるであろう。

○先生や友だちと一緒に体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。

○いろいろな運動遊びに挑戦する楽しさを味わう。

これまでの

子どもの姿

いろいろな用具を使っての運動遊びや鬼遊びを楽しんできたことで，活動を楽しみに

し，喜んで参加する姿が見られる。また，活動を繰り返し行う中で，自分の力を試した

り，友だちのやり方を模倣して楽しんだりと，子どもたちなりに工夫して遊ぶ姿も見ら

れる。体を動かすことを嫌がる子はほとんど見られないが，他の遊び（砂場遊び，固定

遊具遊び等）に興味が移り，活動途中に遊びから抜ける子がいる。



９：１０ ○用具の準備をする ☆安全に気をつけながら子どもたちと用具の準備を行う。

○一本橋や二本橋，斜面登り，タンバリンジャンプの下

に安全面を考慮して，マットを敷いておく。

☆活動内容はこれまで取り組んできたものを取り入れ，どの子

も遊び方が分かりやすく，挑戦できやすいものにする。

☆子どもたちが興味を持って活動に取り組めるように，教師も忍者に

なりきって，一緒にダンスを踊ったり，技の見本を見せたりする。

９：２０ ○忍者修行を楽しむ ☆教師の見本を見せたあと，グループごとに挑戦するよ

＊リズムをみんなで楽しむ う声をかける。前のグループが２つ先の技を挑戦し終

♪なんじゃもんじゃにんじゃ♪ えたら，次のグループがスタートするように合図する。

＊忍者先生の技に挑戦しよう!! ☆全てクリアできた子に忍者の証として手裏剣を贈呈し，

◇忍者先生（真衣先生）の 忍者修行への意欲を高めていく。

見本を見て，子どもたち ☆挑戦し終えたグループは，もとの場所で座って，他の

も同じ技に挑戦する グループが終わるまで待つように声をかける。

≪内容≫ ☆頑張って挑戦している姿を認め，見守り，自分の力で

クリアできるように励ましの言葉をかけていく。

（順番を待っているグループ，挑戦し終えたグループの子ども

達からも，応援の言葉が出てくるような雰囲気を作る）

☆できた時には，教師も一緒に喜びを共感し，できた喜

びを味わえるようにしていく。

☆以前の子どもたちの取り組みの中で，どの子もいろい★見事クリアできた子は，

ろな方法で楽しんでいたことをみんなで思い出し，次忍者の証（手裏剣）をもらう

は，自分たちなりの方法で挑戦することを提案する。

＊自分たちでいろいろ挑戦 ○子どもたちの遊び方に合わせて，必要に応じてサーキ

してみよう!! ットの形を変える。（※そのままでも楽しめている場合は変えない）

◇上記の内容を自分たち ☆「この技すごいね！」「こんなこともできるんだね！」

なりの方法で挑戦しな など，一人一人の取り組み方を認めるような声かけを

がら楽しむ 心がけ，挑戦意欲を高めていく。

☆教師も一緒にいろいろな遊び方に挑戦し，子どもたちと楽しむ。

１０：００ ○集まる（園庭） ☆子どもたち一人一人が頑張っていたこと，遊びの中で

・今日の活動について感じた 工夫していたことなど，良さを認め，伝え合う。

ことを話し合う ☆一人一人にメダルを贈呈し，できた喜びを共に味わ

・忍者メダル贈呈 うことで，今後の活動への意欲を高める。

１０：１０ ○片付けをする ☆安全に気をつけながら，子どもたちと用具の片づけを行う。

時 間 活動の流れ ☆教師の援助 ○環境構成

・けんぱの輪（１４本）

・巧技台（３段→４台）

（６段→１台）

・一本橋（４本）

・マット（５枚）

・長縄 ・タンバリン

①けんぱ→②鉄棒ぶら下がり

（10 秒）→③すべり台→

④一本橋→⑤焼き芋ゴロゴロ

（マット）→⑥綱渡り→

⑦二本橋→⑧斜面登り→

⑨タンバリンタッチ

評価の視点

○幼児一人一人が活動に興味・関心をもって，意欲的に取り組んでいただろうか。

○教師や友だちと一緒に体を動かす活動を楽しんでいただろうか。

○今日の活動を通して，体を動かす遊びへの意欲が高まっただろうか。



(8) 保育仮説の検証

① 保育仮説１の検証

【結果】

○ 忍者の衣装を着けることで忍者の気分が盛

り上がり，前日よりも「忍法～の術！」と言

って忍者の仕草を真似て，運動遊びを楽しむ

姿が見られた。また，教師も忍者に変身した

ことで，「先生も忍者になってる！」と嬉しそ

うにしていた。（図 20）

図20 教師と一緒に忍者リズムを楽しむ♪

○ 以前みんなで視聴した『忍たま乱太郎』の

曲（♪１００％勇気）をＢＧＭとして流すと，

忍者のイメージがさらに膨らみ，子どもたち

の動きも活発になった。

○ 友だちの模倣をしたり，友だちと考えを出

し合って，新しい技に挑戦することを楽しむ

姿も見られた。

【考察】

○ 子どもたちだけではなく，教師も一緒に忍

者に変身したことで，子どもたちの教師と一

緒に遊べる喜びが子どもたちの活動意欲を高

めることにつながったと考える。

○ 忍者の衣装や忍者に関するＢＧＭ，また，

活動の中で教師の意図的な「忍法～術」の言

葉かけや忍者の仕草を取り入れることで，忍

者のイメージを膨らませることにつながり，

活動への興味・関心を高め，同じイメージの

中で，意欲的に体を動かす活動を楽しめるよ

うになったと考える。

先生や友だちと一緒に忍者になりきっ

て遊ぶことで，活動意欲が高まり，進ん

で体を動かして遊ぶようになるであろう。

② 保育仮説２の検証

【結果】

○ 忍者修行のサーキット最後のタンバリンタ

ッチでは，思い切り叩くことで，全部クリア

できたと嬉しそうな表情をしている子が多く

見られた。（図 21）

図21 タンバリンの高さを自分で決めて挑戦

○ 忍者の証（手裏剣バッヂ）を教師につけて

もらうことで，「やった！手裏剣もらえた！」

と喜び，自信を持って，いろいろな方法で忍

者修行を楽しむ姿が見られた。

○ 教師や検証保育を見にきていた先生方に「こ

の技，前はできなかったけど，できるように

なったんだよ。見ててね！」と声をかけ，自

信いっぱいに技を披露する子も見られた。

【考察】

○ 修行の最後にタンバリンタッチを取り入れ，

全部クリアできたという喜びを味わえるよう

にすることで，幼児一人一人が活動に興味・

関心を持ち，活動意欲が高まったと考える。

○ 教師の言葉かけやクリアできたことを証明

する手裏剣バッヂや忍者メダルを用意するこ

とで，喜びを共感することができ，挑戦意欲

を高めることにつながったと考える。

○ 活動内容に今まで取り組んできたものを取

り入れたことで，前回の遊び方を基に自分な

りに工夫して挑戦する姿が見られ，体を動か

す遊びへの意欲が高まったと考える。

活動の中で一つひとつの技をクリアでき

た喜びを味わうことで，進んでいろいろな

運動遊びに挑戦しながら遊ぶようになるで

あろう。



Ⅷ 研究の考察

１ 作業仮説（1）の検証

(1) 手立て

① ４歳児・５歳児の発達について理論を深

め，それぞれの発達にあった運動遊びを文

献から調べ，子どもたちの実態に合わせな

がら年間指導計画を作成する。

② 保育実践では指導計画の中から，運動遊

びに興味を持つとされているⅣ期から，自

分たちで遊びを進められるようになるとさ

れているⅤ期を取り上げ，活動を展開する。

(2) 結果

① 検証保育（実践事例１）より

子どもたちの発達と実態に合わせて，簡

単にどの子も楽しめそうな内容から取り入

れて実践を行ってきたことで，次第にいろ

いろな用具を使った運動遊びに興味を示し，

用具の準備から進んで行う姿が見られた。

用具の使い方を知ると，準備後にそれぞ

れの方法で遊びだす姿も見られ，実践を進

めるうちに自分たちなりに工夫して遊ぶよ

うになった。（図 22）

図22 自分たちで考えた一本橋斜面後ろ歩き

② 検証保育（実践事例２）より

年間指導計画をもとに，幼児の実態に合

４歳児・５歳児の発達の特性を踏まえた

運動遊びの年間指導計画を作成し，意図的

計画的な活動を展開することで，幼児は様

々な運動遊びを経験し，運動遊びに対する

興味・関心が高まるであろう。

わせて，ごっこ遊び（忍者ごっこ）を運動遊

びに取り入れたことで，共通のイメージの中，

どの子も運動遊びを思い思いに楽しむ姿が見

られた。（図 23）

図23 友だちと「焼き芋ゴロゴロの術」に挑戦

③ 検証保育前後の子どもの変容より

保育実践を始めた当初は，運動遊びに興味

を示さず，砂場やブランコなど自分のやりた

い遊びを楽しむ子がクラスに 16 ％いた。様々

な活動内容を計画し，なかなか興味を示さな

い子達を中心に子どもたちと用具の準備を行

ったり，一緒に運動遊びを行うことで，クラ

スの 99 ％の子が運動遊びに興味を示し，楽し

めるようになった。（図 24）

図24 運動遊びに対する子どもの変容

(3) 考察

○ 実践対象である４歳児の発達と子どもたち

の実態を踏まえた年間指導計画を作成し，意

図的計画的に取り組むことで，どの子も無理

なく運動遊びを楽しむことができたと考える。

○ 運動遊びの活動の中で子どもたちが興味の

ありそうな忍者ごっこを取り入れることで，

運動遊びへの興味・関心を高め，楽しみなが



ら体を動かす活動の意欲へとつながったと

思われる。

○ 子どもたちと一緒に用具の準備から始め

ることで，運動用具に関心を示していた。

それらの用具を使って様々な活動を展開す

ることで，なかなか運動遊びへ興味を示さ

なかった子どもたちも少しずつ興味を示す

ようになったと思われる。

２ 作業仮説（2）の検証

(1) 手立て

① 様々な活動の中で，教師がモデルとなり，

用具の使い方や用具を使った遊びの楽しさ

を伝えることで，子どもたちの運動遊びへ

の意欲を高める。

② 活動の中で，子どもたちの動き（遊びの

様子）を見ながら，幼児が主体となるよう

に活動を展開する。また，活動後に子ども

たちが思い思いに用具を使って遊べるよう

に時間を確保する。

③ 忍者ごっこの中で，４歳児の運動能力や

子どもたちの実態に合わせた運動遊びチャ

レンジカード（忍者カード：図 25）を作成

し，できた喜びを味わいながら運動遊びを

楽しめるようにする。

図25 運動遊びチャレンジカード（忍者カード）

幼児が進んで体を動かして遊びたくなるよ

うな活動内容や援助の工夫を行うことで，運

動遊びの楽しさを知り，自ら体を動かして遊

ぶようになるであろう。

④ 個に応じた援助の工夫をそれぞれの動きの

様子を見ながら，個別に考えていく。

ア 運動遊びに参加しない子には，用具の準

備を一緒に行ったり，声をかけながら一緒

に運動遊びを行い，少しずつ運動遊びを楽

しめるようにしていく。

イ 活動途中から別の遊びに行ってしまう子

には，はじめに取り組んでいた姿を認め，「す

ごいね！こんなこともできたね！」と褒め

ることで自信へとつなげ，自ら次の目標を

もって運動遊びに取り組めるようにしてい

く。

ウ 活動中に友だちにちょっかいを出す子に

は，活動に集中できるように声をかけ，教

師と一緒に挑戦しながら次々に運動遊びに

挑戦する楽しさを味わえるようにしていく。

(2) 結果

① 検証保育（実践事例１）より

４歳児ということで，運動用具に初めて触

れる子が多く，最初はどうやって使うのか戸

惑う様子も見られたが，教師がモデルとなっ

て用具を使った遊びの楽しさを伝えることで，

次第に子どもたちも興味を示すようになった。

様々な活動を重ねるごとに，自分達なりの

遊び方を発見し，遊びを楽しめるようになっ

た。実践始めは，教師の意図的活動が中心で

あったが，子どもたちの動きに合わせた活動

内容に変えることで，さらに子どもたちの遊

び方に工夫が見られ，遊びが盛り上がった。

② 検証保育（実践事例２）より

忍者ごっこを取り入れる前に，みんなで『忍

たま乱太郎』のＤＶＤを視聴したことで，共

通のイメージを持つことができ，忍者カード

子どもの発見とつぶやき

＊「マットを丸くすると

トンネルができたよ！」

（マットを使ってトンネル遊び）

＊「跳び箱で船ができたよ！」

（跳び箱をひっくり返して船遊び）

＊「（一本橋斜面登り）後ろ向きでも

歩けるよ！」 ・・・など



へも意欲的に取り組む姿が見られた。

また，４歳児の運動能力や子どもたちの実態

に合わせて運動遊びチャレンジカード（忍者カ

ード）を作成したことで，ほとんどの子が進ん

でカードに挑戦していた。（図 26）技を一つク

リアするごとに教師が「よく頑張ったね」「忍者

にもうすぐなれるね」などの声かけを行うこと

で，子どもたちもできた喜びを味わったり，「早

く忍者になりたい！」と忍者への憧れを示した

りする姿が見られた。

また，忍者の衣装や忍者アニメのＢＧＭを活

動の中に取り入れることで，忍者のイメージも

さらに膨らみ，楽しんで意欲的に活動するよう

になった。

図26 友だちと“ぽっくりでお散歩の術”に挑戦

③ Ｎ子の育ちより（個に応じた援助の一例）

集団で遊ぶことをあまり好まないＮ子は，運

動遊びを始めるとすぐに全体の輪から外れ，別

の遊びをやり始めていた。しかし，他の遊びを

しながらも，みんなの様子が気になるようで，

自分の遊びをしながら活動の様子を見ていた。

Ｎ子の様子を見ながら声をかけ，みんなが活動

が終わる頃にＮ子が運動遊びを始めたのを見計

って，教師も一緒に活動を楽しむ。Ｎ子と一緒

に活動しながら「上手だね！」「楽しいね！」な

どと声をかけたり，取り組んでいる姿を認めて

いくことで，次第に運動遊びの楽しさを味わえ

るようなってきた。

運動遊びに興味を示すようになってくると，

今度は自分から進んで用具の準備を手伝ってく

れるようになった。他児にもそのことを伝える

と，Ｎ子は嬉しかった様子で，少しずつ皆

と一緒に活動を楽しめるようになってきた。

また，少し精神的に不安定なところも見

られたこともあり，補充担任を通して，保

護者との面談を行うことで，少しずつ気持

ちが安定してきた。気持ちが安定してきた

ことにより，進んで運動遊びを楽しむよう

になり，他児とのかかわりも増えてきた。

(3) 考察

○ 子どもたちが主体的に遊べるような環境

構成や援助を工夫することで，活動意欲を

高めることにつながり，自ら体を動かして

遊ぶようになったと考える。

○ 子どもたちの実態や興味・関心，運動能

力にあった活動内容を工夫をすることで，

一人一人が楽しめる活動となり，運動遊び

の楽しさを味わうことができたと思われる。

○ 個に応じた援助を心がけることで，運動

遊びへの興味・関心を高めることができ，

さらに運動遊びの楽しさを味わうことへつ

なげることで，次第に自ら活動を楽しむこ

とができるようになったと考える。しかし，

中には，まだ活動に集中できない子も見ら

れるので，活動内容と個に応じた援助の工

夫・改善が必要と感じた。

３ 作業仮説（3）の検証

(1) 手立て

① 保護者へのアンケートを実施し，家庭で

の子どもの様子と保護者の運動に関する考

えを把握する。（11 月に実施）

② クラスだよりにて，園での運動遊びの取

り組みや子どもたちの様子，幼児期の運動

遊びの大切さについて掲載し，保護者の運

動に対する関心を高める。（図 27）

家庭との連携を図り，保護者にも体を動

かすことの大切さや楽しさを知らせること

で，家庭でも親子で楽しみながら，進んで

体を動かして遊ぶようになるであろう。



図27 園での取り組みや運動遊びに関する内容を記したクラスだより

③ 園行事の中で親子で体を動かす活動を取り入

れ，実際に親子で体を動かす楽しさを経験でき

るようにする。

☆５月８日（金）保育参観日

→親子で触れ合い遊び

☆６月７日（日）幼小合同運動会

→親子ダンス（年中児）

♪けっきょくここは南極♪

☆ 10 月３日（土）親子レクリェーション（図 28）

→親子体操・障害物競争・菓子喰い競争・

じゃんけんゲーム・玉入れ・親子ダンス

図28 トンネルくぐりを楽しむ子どもたち♪

☆２月 10 日（水）運動チャレンジ大会

→親子でチャレンジ（年中児）

④ 個に応じた家庭との連携として，仕事を持

つ保護者には，事前に行事等の日程を知らせ，

できるだけ参加できるように呼びかける。ま

た，子どもの園での様子を伝えることで，子

どもの運動遊びへの関心の高さを知らせる。

(2) 結果

① 保育実践より～保護者とのかかわり～

年中児クラスということもあり，親子での

行事が取り入れやすく，毎回参加者も 20 名余

（29 名中）で，活動への関心の高さを感じた。

初めての保育参観日に，親子で触れ合う遊

びを取り入れたことで，まだ園生活に慣れて

いない子やゴールデンウィークの休み明けで

不安定になっていた子も笑顔になり，気持ち

が少し安定する姿が見られた。

今年度は運動会が６月ということで，年中

児クラスは親子でダンスを行うことにした。

本番当日に向けて，３週間前から，お迎え時



間の 20 分前に園に来ていただき，親子で練習を

行った。最初は恥ずかしそうにしていた保護者

ではあったが，練習を重ねるに連れ，子どもた

ちの嬉しそうな表情に喜びを感じ，一緒に元気

いっぱい踊れるようになった。運動会当日も大

勢の観客の中，楽しく親子でダンスを踊る姿が

見られた。

10 月に行われた親子レクリェーションでは，

土曜日ということもあり，家族みんなで参加す

る姿も多く見られた。お父さんとお母さんが代

わる代わる競技に参加し，子どもたちもとても

満足そうにしていた。保護者から「疲れた～」

の第一声は多かったものの，その後笑顔で「で

も楽しかった～」という方がほとんどだった。

子どもたちに後日感想を聞いてみると，「全部楽

しかった！」「またやりたい！」と嬉しそうに話

していた。

２月の運動チャレンジ大会では，子どもたち

が今まで取り組んできた運動遊びを総合的に保

護者の皆さんに紹介すると共に，同じ内容を親

子でチャレンジできるように設定した。子ども

たちも喜んで，自分達ができるようになったも

のを何度も何度も保護者に披露していた。恥ず

かしがって，挑戦するのを躊躇する保護者も多

かったが，子どもたちと縄跳びをしたり，一本

橋斜面登りやタンバリンタッチに挑戦したりと

保護者なりに積極的に子どもたちと関わって遊

ぶ姿が見られた。（図 29）

図29 親子で縄跳びに挑戦！！

② アンケート調査より（２月 10 日に実施）

※運動遊びチャレンジ大会参加者 22 名対象

【回答率】76 ％（保護者の回答から一部抜粋）

☆知らないうちにいろいろなことが出来て

いてビックリしました。

☆楽しく運動遊びをしている様子が伝わった。

☆転んでもまたチャレンジしていて見ていて

も楽しかった。

☆とても元気に（イキイキと）動いて楽しそ

うでした。

☆以外に運動神経があると思いました。

(1)楽しかった （２０名）

(2)ふつう （２名）

(3)楽しくなかった （０名）

☆普段体を動かすことが少ないので，楽し

く過ごせました。

☆気分転換になりました。たまには家でもし

なきゃと思いました。

☆子どもといろいろなことにチャレンジでき

て良かった。

☆お兄ちゃんや妹がいるので，日頃一緒に

体を動かすことがなかったので良かった

です。嬉しそうでした。

(1)そう思う （２０名）

(2)変わらない （２名）

(3)苦手になった （０名）

１．今日の子どもたちの様子（運動遊びを

している姿）を見てどうでしたか？

２．子どもたちと体を動かして遊んでみ

てどうでしたか？

３．前回のアンケート（11月に実施）を

行った後から，いろいろな運動遊びを

幼稚園で取り組んできましたが，お子

さんは以前に比べて運動が好きになっ

ていると思いますか？



(1)そう思う （２１名）

(2)わからない （０名）

(3)そう思わない （１名）

（1）そう思うと答えた方の意見

☆なるべく公園や外で遊ぶ時間を増やしたい。

☆「後でね」「お母さん忙しい」と言わない

ようにして，とにかくすぐにできる遊び

（けんぱ！など）を取り入れたい。

☆忍者ごっこを家でもやっています！

☆お兄ちゃんがサッカーをしているので，

一緒にボール遊びなど，あと前転とかも

家でさせてみたい。

（3）そう思わないと答えた方の意見

☆（普段から体を動かして遊んでいるので）

普段通り，自分でいろいろなことに挑戦

してほしい。

③ 個に応じた家庭との連携より

仕事を持つ保護者へ，個別に連携を取り，

事前に行事等の日程を知らせることで，全日

程に参加することは難しいながらも，保護者

のできる範囲で行事への参加をする姿が見ら

れた。

また，子どもの園での運動遊びの取り組み

の様子を伝えることで，子どもの運動遊びへ

の関心の高さを知り，家庭でも親子で運動遊

びに取り組もうとする意識が見られた。

(3) 考察

○ 11 月に実施したアンケート結果から（研究

内容３の中で記載）も，保護者の子どもたち

の運動に関する意識が高かったこともあり，

クラスだよりや行事等を通して，保護者と運

動遊びに関する共通理解を持つことができ，

運動への関心を更に高めることにつながった

と思われる。

○ 親子で実際に活動を行うことで，保護者に

子どもたちが運動遊びを楽しんでいる姿を伝

４．今後，ご家庭でも体を動かす遊び

（活動）を意識して取り入れようと

思いますか？

えることができ，また保護者自身も楽しいと

感じることができ，家庭での体を動かす活動

への意識が高まったと考えられる。

○ 実践後のアンケートの項目（4）の中で，「そ

う思わない」の回答結果より，両親共働きの

家庭においては，親子で体を動かす活動の意

義を今後も伝えていく必要があると思われる。

○ 個別に連携が必要と思われる家庭と連絡を

取り合うことで，園での子どもの運動遊びへ

の取り組みに変容が見られたと共に，保護者

の意識も少しずつ高めることができたと考え

る。

Ⅸ 研究の成果と課題

１ 成果

(1) 幼児の発達の特性を踏まえた運動遊びに関

する年間指導計画を作成し，様々な運動遊び

を経験できるような活動を展開したことで，

幼児の運動遊びへの興味・関心が高まり，活

動を楽しめるようになった。

(2) 幼児の実態や興味に合わせて，幼児主体で

活動を楽しめるように，活動の内容や援助の

工夫を行うことで，幼児が運動遊びの楽しさ

を知り，自ら体を動かして遊ぶようになった。

(3) 家庭との連携を図り，保護者にも体を動か

すことの大切さを伝え，また，園行事等を通

して，実際に親子で体を動かす楽しさを味わ

うことで，家庭での親子で体を動かす活動へ

の意識に高まりが見られた。

２ 課題

(1) ４歳児・５歳児の運動遊びに関する年間指

導計画を職員の共通理解を基に更なる工夫と

改善。

(2) 幼児が更に興味を持って戸外での運動遊び

を楽しめるような活動内容や環境構成の工夫。

(3) 幼児の動きを見通した安全面の留意と幼児

理解に基づいた個に応じた援助の工夫。

(4) 運動に関する家庭との継続的な連携の工夫。



おわりに

近年子どもたちの運動能力の低下はますます深

刻になってきています。研究を進めていくうちに，

幼児期の運動が，子どもたちの体と心の成長にと

ってどれだけ大切かということを思い知らされま

した。また，援助や環境の工夫次第で子どもたち

が運動遊びを好きになり，進んで体を動かして遊

ぶようになることも実感することができました。

これからも運動好きな子を育てられるように，半

年間の研究の中で学んだ理論や実践を今後の保育

に生かし，さらに深めていきたいと思います。

研究期間中，ご多忙の中，励ましご指導下さい

ました浦添市教育委員会の高江洲弘美指導主事，

沢岻幼稚園の石嶺篤子先生，入所前の事前研修よ

り親切丁寧にご指導下さり，いつでも温かく励ま

して下さいました本研究所の宮城むつみ所長，比

嘉清喜係長，島袋優指導主事，ＩＣＴ支援員の比

嘉進様に深く感謝申し上げます。職員の皆様にも

大変お世話になりました。また，テーマ検討会な

どで様々な角度からご助言下さいました浦添市教

育委員会の諸先生方にも心より感謝申し上げます。

最後に，研究の機会を与え支援して下さいまし

た神森幼稚園の新川文雄園長をはじめ，いつも温

かく励まして下さった諸先生方，半年間の研究を

共に支えて下さった同期の研究員の金城園美先生，

井村えりか先生に心より感謝申し上げます。
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